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１．はじめに 

交通計画では、パーソントリップ調査や道路交通

センサス等の人の移動情報に関する統計調査の結果

が活用されている。一方、東日本大震災の経験も踏

まえ、鮮度ある“人の移動情報”を機動的に扱える

仕組みづくりの重要性が認識されている。 

本稿では、ICT（情報通信技術）により取得できる

人の移動情報を収集・分析できる基盤（プラットフ

ォーム）を構築し交通計画等へ適用する取組みの概

要を紹介する。 

 

２．人の移動情報の収集・活用の現状 

 前述した統計調査は、事前に準備された調査員を

大量動員して行い、その調査結果は、数年あるいは

10年を代表する特定の1日のデータであるため、災害

発生時など、予測・準備できない時刻の非日常的な

人の交通行動の把握には活用できない。 

一方、昨今のICTの進展に伴い、スマートフォン、

カーナビゲーションシステムや交通系ICカード等の

各媒体により、鮮度の高い多様な人の移動情報が事

業者ごとに大量かつ広範囲にわたって24時間365日

収集されている。この社会潮流を踏まえると、多様

な媒体により収集された人の移動情報の特徴を活か

した組合せ分析への展開が期待される。しかし、現

在は単一モードの移動情報（例えば自動車の移動履

歴）を用いた分析に留まっており、各事業者で収集

された人の移動情報を連携する仕組みがないため、

一連の交通行動（移動の始終点）が把握できない。 

 

３．人の移動情報のプラットフォームの整備 

 このような現状を踏まえ、本研究では、ICTにより

取得できる多様な媒体により収集された人の移動情

報を低コストで収集・分析できるプラットフォーム

（運用や制度面の仕組みも含む）の構築に取り組ん

でいる。これにより、既存の統計調査を補完し、効

率よく安価に時宜を得た調査が可能となり、人の特

性にきめ細やかに対応した交通計画・防災計画の策

定等、行政サービスや民間サービスの効率化・高度

化に寄与することが期待できる。 

今後、モデル地域で人の移動情報を収集・分析す

る実証実験を経て、プラットフォーム（プロトタイ

プ）の開発や制度設計を行い、実運用に向けて鋭意

推進していきたい。 

 

 

 

図 人の移動情報プラットフォームのイメージ 
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１．道路プローブ情報の収集 

2011年より全国の高速道路を中心に約1,600箇所

に配備されたITSスポットでは、車両に搭載された

ITSスポット対応カーナビ（2009年販売開始）から送

信されるプローブ情報（走行履歴等）を道路側で受

信する。このシステムでは、ITSスポット対応カーナ

ビが普及すれば大量のデータを低コストで収集する

ことが可能となる。また、区間単位で旅行速度実績

などを広範囲に収集することができるため、高精度

な道路交通情報の把握・提供や、低コストな道路管

理業務の効率化・高度化の実現が可能となる。 

２．プローブ利活用システムプロトタイプの開発 

国総研では、道路管理者が道路状況等を把握する

ため、道路プローブ情報又は統合プローブ情報（道

路プローブ情報と民間プローブ情報を統合したも

の）を用いて容易にデータ集計･表示を可能とする利

活用システムを開発している。 

道路管理者の業務プロセスを参考に、道路管理者

のニーズ、実現可能性、蓄積されたデータ量からみ

た試用時の実用性等を考慮してシステム開発の初年

度として以下に記す3機能を選択し、スタンドアロン

で作動するプロトタイプを開発した。 

①時空間速度図作成機能 

指定した路線の区間（DRMリンク）別・時間帯別

の平均旅行速度の集計結果を帳票形式で出力すると

ともに、模式図に表示する機能である（図）。事業

効果評価（事業実施前後の旅行速度の比較等）等で

の活用が考えられる。 

②所要時間帳票作成機能 

任意の起終点や経由地等を指定することにより、

指定した経路の区間（DRMリンク）別・時間帯別の

平均所要時間の集計結果を帳票形式に出力する機能

である。事業効果評価等での活用が考えられる。 

③急加速度発生箇所マップ作成機能 

指定地域において、急加速度（前後加速度）の発

生箇所と進行方向、大きさ（ランク分けした色分け）

を示すものである。交通安全要対策箇所（急減速多

発箇所）の抽出、交通安全対策効果（対策前後の急

減速回数比較）の把握等における活用が考えられる。 

３．プローブ利活用システムの改良 

プロトタイプを道路管理者に試用してもらい意見

照会をした。その結果、「操作性の向上」「複数都

道府県・複数箇月での集計」「交通調査基本区間で

の集計」などのニーズが挙げられた。これらを踏ま

え、システムのWeb化や操作性確保によるユーザビ

リティの向上、任意の集計区間（DRM、交通調査基

本区間）選択による幅広い用途への対応などを実現

するためのシステム改良を進めているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 時空間速度図作成機能の出力例 
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